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成 果 の 概 要 
 
農学研究科 博士後期課程３年 金 ナレ 

【学会概要】 
 ２０１５年６月２３日から６月２８日にかけて、スウェーデン、ストックホルムで

開催された国際幹細胞学会２０１５（ISSCR２０１５）に参加した。ISSCR は国際学

会のなかでも大きな集会で、2003 年に始まり、55 カ国から約 3000 人もの研究者が参

加する学会である。近年注目される iPS 細胞（人工多能性幹細胞）や ES 細胞（胚性

幹細胞）をはじめとする幹細胞に関わる基礎研究から、がん細胞研究や医療への応用

まで幅広く取り扱い、世界中の研究者や企業が集まった。日本からの参加者のなかに

は、iPS 研究所の山中伸也先生や、iPS 細胞の網膜への応用に関する研究をなされてい

る高橋政代先生もいらっしゃった。毎日朝から夕方まで、いくつもの部屋でテーマご

とのセミナーが行われ、夕方の 18 時から 20 時の間はポスター発表の時間であった。

私は６月２５日にポスター発表を行った。とても人が混み合っていたが、さまざまな

国の人たちが足を止めて私のポスターを見てくださり、とても白熱した議論を行って

いただけた。何人かの研究者とは連絡先を交換することができた。ISSCR では、若手

研究者向けのイベントがいくつか開催され、私も参加した。若手研究者同士の昼食会

などでは、軽食を食べながら、有名論文雑誌の編集者から論文執筆のコツを聞くこと

ができたり、著名な研究と直接話す機会を得られた。このようなイベントには、日本

からの参加者はあまりいなかったが、その分さまざまな国の人たちと交流することが

できた。朝から晩まで研究漬けの学会であったが、ストックホルムは日照時間が長く、

夜の 10 時を過ぎても辺りは明るかった。学会会場周辺の駅では、参加者が様々な国の

言葉で話しているのが至るところで聞こえてきた。今回、このような学会に参加する

ことに多少の不安もあったが、様々な研究者と出会い、議論を行うことができ、思っ

た以上の成果を得ることができた。 
 
【発表概要】 
ポスター発表題目 
「External pH affects the timing of mouse somatic cell reprogramming.」 
（和訳：細胞外 pH がマウス体細胞の初期化のタイミングに影響する） 
 ここ数十年において、体細胞をリプログラミングし、さまざまな細胞へと分化する

能力、すなわち多能性を誘導する技術は、飛躍的な発展を遂げてきた。ヒトにおける

それらの応用は、再生医療分野において大いに期待されているが、農学分野において

もいくつかの応用法が考えられる。例えば、体細胞を初期化し、多能性幹細胞を樹立

後、卵や精子といった生殖細胞へと分化誘導することができれば、絶滅危惧種や希少



な家畜の遺伝資源の保存、遺伝子改変動物の作出へと応用できることが期待される。

しかし、マウス以外において、生殖細胞へも寄与可能な、品質の良い多能性幹細胞の

樹立は困難であるのが現状であり、その原因も分かっていない。 
 発表者はこれまでにニワトリの多能性幹細胞の樹立に関する研究を行ってきた。そ

の中で、細胞外pHがニワトリの体細胞の初期化の際に大きく影響することを発見し、

さらにマウスと反応性が異なることを発見した。しかし、細胞外 pH が体細胞の初期

化にどのような影響を及ぼしているかは分かっていない。そこで、分子機構などがよ

く研究されているマウスを用いることで、pH のリプログラミングに対する影響を明ら

かにし、ニワトリと比較することを目的としている。本発表では、多能性の指標とな

るレポーターを組み込んだ遺伝子改変マウスの体細胞を用いることで、pH がリプログ

ラミングのタイミングにも影響することが分かった。さらに細胞増殖に対する pH の

影響から、それらの機構が細胞周期に関連していることが示唆された。今後、これら

の分子機構をさらに具体的に絞り込み、マウスとニワトリとの違いを明らかにし、動

物種による多能性幹細胞の樹立機構の違いを明らかにする。 
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